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1. はじめに† 
喫茶店、ホテル、空港等における無線ＬＡＮネット接続

サービス、いわゆるホットスポット・サービスの普及、競

合が進んでおり[1]、ホットスポット・サービスを提供する

事業者にとっては、自社のホットスポットの付加価値を高

めることが重要となっている。付加価値を高めるサービス

としては、インターネット上での利用頻度が高いＷＷＷ閲

覧サービス[2]に関わるものであることが効果的である。本

稿では、特定のホットスポットからのみアクセス可能なＷ

ＷＷ閲覧サービスを実現するために好適な手法を提案する。 

 

2. 対象とするサービス 
対象とするWWW閲覧サービスを図１に示す。ユーザは、

無線 LANカードを搭載したＰＣを用い、ホットスポットに

設置されたアクセスポイントを経由してインターネットに

アクセスし、ＷＷＷサーバＸが提供するＷＷＷ閲覧サービ

スを享受する。ここで、ＷＷＷサーバＸへのアクセスにつ

いて、ユーザが特定のアクセスポイント（以後、許容ＡＰ）

を利用する場合はこれを可能とし、ユーザが許容ＡＰ以外

の他のインターネットアクセス環境を利用する場合はこれ

を不可とする。 
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3. 実現手法 
上記サービスを実現するために考えられる４つの手法の

システム構成を図２に示し、以下で各手法を説明する。 

【手法１】ＷＷＷサーバＸと許容ＡＰを同一のプライベー

トＮＷに配置する。プライベートＮＷとインターネット間

にファイヤウォールを設置する。ファイヤウォールは、イ

ンターネット側からのＷＷＷサーバＸへのアクセスは拒否

するが、許容ＡＰからインターネットへのアクセスは許容

する。 

【手法２】ＷＷＷサーバＸのユーザＩＤとパスワードによ

るアクセス制御機能を有効にする。許容ＡＰを利用するユ

ーザに、個別に、ＷＷＷサーバＸにアクセスするためのユ

ーザＩＤとパスワードを通知する。 

【手法３】ＷＷＷサーバＸとインターネットの間にファイ

ヤウォールを配置する。ファイヤウォールは許容ＡＰから

のアクセスは許容するが、それ以外からのアクセスは拒否

する。 
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【手法４（提案手法）】許容ＡＰとインターネットの間にプ

ロキシを配置する。図４にシーケンス図を示す。本プロキ

シは、一般のプロキシと異なり、目的とするＷＷＷサーバ

のＵＲＬ毎にユーザＩＤとパスワードの組を登録し、登録

されたＵＲＬから認証要求が返された場合には（図４②）

登録されたユーザＩＤとパスワードをユーザの代わりに送

信する（図４③）。 

 

4. 実現手法の評価 
 手法１～４を以下の観点で評価する。 

＜観点１＞ユーザがＷＷＷサーバＸにアクセスする際に、

パスワード入力等の特別な操作をする必要がないこと。 

＜観点２＞許容ＡＰを広範囲（例えば日本中）に設置する

場合のＮＷやサーバ構築コストが低いこと。 

＜観点３＞一度許容ＡＰを利用してＷＷＷサーバＸを閲覧

したユーザが、他のインターネットアクセス環境からＷ

ＷＷサーバＸを閲覧することを防ぐこと。 

＜観点４＞許容ＡＰの増設、廃止、移動の際のサーバ設定

変更等の運用コストが低いこと。 

以上の観点から評価した結果を表１に示す。観点を満足す

る項目を○で示し、観点を満たさない項目を×で示してい

る。以下、各手法の評価を説明する。なお、○の項目はほ

とんどが自明なため、×の部分を中心に説明する。 

【手法１】＜観点２＞について、許容ＡＰとＷＷＷサーバ

Ｘを同一のプライベートＮＷに配置しなければならず、許

容ＡＰを広範囲に設置する場合にプライベートＮＷの拡張

コストが必要なため×となる。 

【手法２】＜観点１＞について、ユーザはＷＷＷサーバＸ

にアクセスするにはパスワード入力が必要になるため×と

なる。＜観点３＞について、一度適切なユーザＩＤとパス

ワードを知ったユーザが、他のインターネットアクセス環

境からＷＷＷサーバＸを閲覧することを妨ぐことができな

いため×となる。 

【手法３】＜観点４＞について、ファイヤウォールは許容

ＡＰのアドレスを認識する必要があり、許容ＡＰの増設、

廃止、移動のように、許容ＡＰのアドレスが変更となる場

合にファイヤウォールの設定変更が必要なため×となる。 

【手法４】＜観点１＞について、ユーザはブラウザのプロ

キシ設定を適切に行う必要があるが、これはＤＨＣＰ等に

より自動設定が可能であり、また、パスワード入力は不要

であるため○となる。＜観点２＞について、許容ＡＰを広

範囲に設置する場合に手法１のような問題はないため○と

なる。＜観点３＞について、ユーザはＷＷＷサーバＸに設

定したユーザＩＤとパスワードを知ることはないため○と

なる。＜観点４＞について、許容ＡＰのアドレス変更に伴

う設定変更は不要なため○となる。 

 

○○×○＜観点１＞

○×○○＜観点４＞

○○×○＜観点３＞

○○○×＜観点２＞

【手法４】

（提案手法）

【手法３】【手法２】【手法１】

○○×○＜観点１＞

○×○○＜観点４＞

○○×○＜観点３＞

○○○×＜観点２＞

【手法４】

（提案手法）

【手法３】【手法２】【手法１】

表１：手法１～４の評価結果

 
 

5. まとめ 
本稿では、特定のホットスポットからのみアクセス可能

なＷＷＷ閲覧サービスを実現するために好適な手法を提案

した。 
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